
新年あけましておめでとうございます。

まだ厳しい寒さが続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。この通

信は、認知症サポーターステップアップ講座を受講された皆様にご覧頂いて、

受講後の活動についてヒントを得たり、同じ受講生として困ったことや悩みに

ついて共に考え、励みになればと思いお届けしています。

昨年は８月２７日に第３回認知症サポーターステップアップ講座を開催し、

新たに１５名の修了生が誕生しました。そして、１０月３０日に活動連絡会を

開催しています。

今回は、講師として元和光ホーム園長の春山順子先生をお招きし、「認知症の

人への寄り添い方」をテーマに、当日は１期生・２期生・３期生合わせて１０

名の方にご参加頂きました。どのように寄り添うか、基本的な心構えやポイン

トについてお話いただいた後、数人のグループに分かれてロールプレイを行い

ました。

Vol.７

令和２年１月発行
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「認知症」の人から、認知症の「人」へ

認知症ケアの歴史上、認知症による行動・心理症状（ＢＰＳＤ）を古くは「病

気」としてとらえ、「認知症」という病気がおこす「行動」のみに目を向け、認

知症の「人」というとらえ方をしてきませんでした。「何もわからない人」「奇

妙な行動をする人」という考え方で介護が行われ、相手の立場や想いを考えな

い介護者中心のケアとなっていました。

近年では、認知症という「病気」を中心に据えるのではなく、「認知症の人」

を中心に考え、その人が何に苦悩し私たちに何を求めているか、その人にどう

関わっていくかと考えるようになってきました。このような認知症ケアの考え

方を、パーソン・センタード・ケア＝その人を中心に据えたケアといいます。

認知症の人とコミュニケーションをとるための方法の一つです。認知症は、

症状が進行しても「感情」は最後まで残るといわれています。バリデーション

では、失っていくもの（認知レベル）ではなく、失われないもの（感情レベル）

に焦点をあてています。認知症の方のマイナスの感情（悲しみ・怒り・怖れ・

不安等）にふたをせず、むしろ表出を促して共感していくことを目指します。

【バリデーションのテクニック】（一部抜粋）

1 センタリング（精神の統一、集中）…介護者は自身の呼吸に焦点を合わせ、

相手の気持ちを心から感じ取ります。

2 リフレージング（本人の言うことを繰り返す）…話している相手が自分の言

うことを繰り返して、それが確認されると本人は安心します。

3 思い出話をする（レミニシング）…過去を尋ねることによって、現在失って
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しまったものを過去に用いていた方法を思いだし、取り戻す手伝いができま

す。

4 真心をこめたアイコンタクトを保つ…自分は愛されていて安心できると感

じます。

5 タッチング（触れる）…自分を防御する能力が失われ、視覚や聴力も衰えて

いる場合、他の方法で他人の存在を感じとろうとします。他人と触れ合うと

いうことは愛情表現の一つです。

他にもテクニックはありますので、興味をお持ちの方はぜひ学んでいただけ

ればと思います。

実際に接してきた方か

らの話を伺うことで、

認知症について、また

よりよく理解すること

ができました。

ロールプレイをすることで、

実際に近い経験を通し考え

る機会ができ、とても良かっ

たです。

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=%2bgsWwvS%2b&id=0F59F61A05219E8EC377546E86427A37B853850F&thid=OIP.-gsWwvS-nd7ZIg_veP8RDwHaHa&mediaurl=http://switch-box.net/wp-content/uploads/2013/05/free-illustration-rainy-season-09.jpg?401cea&exph=300&expw=300&q=%e3%81%82%e3%81%98%e3%81%95%e3%81%84+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608018490883573344&selectedIndex=27&qpvt=%e3%81%82%e3%81%98%e3%81%95%e3%81%84+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88


日時：令和２年２月１２日（水）午前１０時～１１時半

場所：立川市役所１０１会議室

※出欠のご連絡は、資料作成の都合でなるべく前日までにお願いします。

テーマ：【 認知症ポジティブ 】

講師： 東京都認知症介護指導者

立川市北部東わかば地域包括支援センター

黒田 研吾様

1 認知症対応型デイサービスやグループホームのボランティアをしません

か？お住まいの近くや、興味のあるところを、ご紹介させて頂きます。「話

を聞きたい」だけでも大丈夫です。

2 地域の小学生にも認知症のことを知ってもらうため認知症サポーター養成

講座を開催しています。お手伝いをしてくださる方、募集中です。

※①、②ともお気軽にご連絡ください。

問合せ先

立川市高齢福祉課介護予防推進係 ☏５２３－２１１１ 内線１４７１

認知症地域支援推進員 南エリア（兵藤） ☏５４０－０３１１

北エリア（水村） ☏５３８－２３３９

※連絡会通信の送付が不要な方は、お手数ですが、ご連絡をお願い致します。
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